
去
る
6
月
15
日
、
放
送
大

学
埼
玉
C
S
C
交
流
会
は
代

表
者
会
議
を
開
催
し
、
10
月

7
日
（
金
）
お
よ
び
8
日

（
土
）
の
両
日
、
第
5
回
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
す
る
こ
と
、
隔

月
に
学
生
新
聞
を
発
行
す
る

こ
と
な
ど
の
活
動
計
画
を
決

定
し
た
。

ま
た
役
員
の
選
出
で
は
、

別
掲
の
通
り
代
表
に
今
福
佐

喜
男
氏
（
放
送
大
学
熟
年
会
）

他
を
選
出
し
た
。
な
お
、
当

日
保
留
と
な
っ
た
会
計
監
査

に
つ
い
て
は
6
月
30
日
に
開

催
さ
れ
た
第
2
回
代
表
者
会

議
で
、
森
脇
千
代
子
氏
（
埼

玉
同
窓
会
）
が
選
出
さ
れ
た
。

代
表

今
福
佐
喜
男

（
放
送
大
学
熟
年
会
）

副
代
表

笹
原
誠
二
（
サ
ー

ク
ル
お
お
み
や
）
、
上
倉

清
一
（
ト
レ
ヴ
ィ
の
会
）
、

長
岡
精
二
（
放
送
大
学
ソ

シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）
、

坂
田
友
信
（
放
送
大
学
ソ

シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）
、

嶋
崎
洋
明
（
未
来
の
会
）
、

森
岡
加
代
（
埼
玉
同
窓
会
）

会
計

岡
里
順
子
（
朗
読
の

会
）
菅
敦
子
（
健
康
体
操

研
究
会
）

会
計
監
査

森
脇
千
代
子

（
埼
玉
同
窓
会
）

事
務
局
長

篠
田
安
彦
（
江

戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む

会
）

去
る
6
月
30
日
、
今
年
度

第
2
回
の
C
S
C
代
表
者
会

議
が
開
催
さ
れ
た
。
第
5
回

フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
は
、
前

回
の
フ
ェ
ス
タ
と
ほ
ぼ
同
様

の
規
模
で
開
催
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
、
各
サ
ー
ク
ル
か

ら
提
出
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の

日
程
調
整
等
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
種
々
の
都
合
に

よ
り
、
例
年
の
土
・
日
開
催

で
は
な
く
10
月
7
日
（
金
）
、

8
日
（
土
）
の
開
催
と
な
っ

た
が
、
各
サ
ー
ク
ル
か
ら
は

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
の
提
案
が

あ
り
、
楽
し
く
、
充
実
し
た

フ
ェ
ス
タ
が
期
待
さ
れ
る
。

フ
ェ
ス
タ
の
準
備
、
運
営
に

あ
た
る
実
行
委
員
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
各
サ
ー
ク
ル
か

ら
推
薦
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
10
月
8
日
に

開
催
す
る
公
開
講
演
会
に
つ

い
て
は
、
放
送
大
学
の
二
宮

副
学
長
に
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

賛
助
券
の
発
行

フ
ェ
ス
タ
の
運
営
経
費
は

前
回
同
様
、
一
口
千
円
の
賛

助
券
を
学
生
や
同
窓
生
に
購

入
し
て
い
た
だ
き
、
賄
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
各
サ
ー

ク
ル
ご
と
の
目
標
枚
数
が
提

示
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ー
ク

ル
に
所
属
さ
れ
て
い
な
い
多

く
の
方
々
か
ら
も
賛
助
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

フ
ェ
ス
タ
の

主
な
イ
ベ
ン
ト

10

月
7
日

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

（
サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
）
、

語
り
座
の
会
（
放
送
大
学
熟

年
会
）
、
絵
手
紙
教
室
（
未

来
の
会
）

10
月
8
日

公
開
講
演
会
、

社
交
ダ
ン
ス
を
体
験
し
よ
う

（
放
送
大
学
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
）
、
健
康
体
操

（
健
康
体
操
研
究
会
）
、
オ

カ
リ
ナ
演
奏
（
ト
レ
ヴ
ィ
の

会
）
、
絵
手
紙
教
室
（
未
来

の
会
）

共
同
イ
ベ
ン
ト

10
月
8
日

17
時
か
ら
賛
助

券
所
持
者
の
交
流
パ
ー
テ
ィ

が
開
催
さ
れ
る
。
年
に
1
度

の
学
生
、
同
窓
生
、
教
職
員

の
交
流
の
場
で
あ
り
、
多
数

の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

2
日
間
の
イ
ベ
ン
ト

川
柳
大
会
、
茶
席
コ
ー
ナ
ー
、

個
人
作
品
の
展
示
。

な
お
、
個
人
作
品
の
出
展

を
希
望
す
る
方
は
、
８
階
９

階
の
ロ
ビ
ー
で
配
布
さ
れ
て

い
る
応
募
要
綱
を
ご
覧
の
上
、

９
月
20
日
ま
で
に
申
し
込
み

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
平
成
23
年
8
月
13
日
（
日
）

13
時
30
分
～

講
師

角
田

史
雄

（
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
）

演
題

「
Ｍ
９
・
０
地
震

の
発
生
と
こ
れ
か
ら
の

地
震
動
向
」

○
平
成
23
年
8
月
27
日
（
土
）

13
時
30
分
～

講
師

堀

新

（
共
立
女
子
大
学
教
授
）

演
題

「
豊
臣
」
家
康
の

発
見

─
秀
吉
と
家
康
─

○
平
成
23
年
10
月
８
日
（
土
）

15
時
～

講
師

二
宮

皓

（
放
送
大
学
副
学
長
）

演
題

未
定

○
平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）

13
時
30
分
～

講
師

星

薫

（
放
送
大
学
准
教
授
）

演
題

未
定

平
成
23
年
度
の
学
生
研
修

旅
行
の
日
程
が
、
平
成
23
年

11
月
10
日
（
木
）
に
決
ま
り

ま
し
た
。
場
所
は
川
越
・
高

麗
川
方
面
の
予
定
で
す
。
歴

史
施
設
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
9
月
上
旬
頃
か
ら

詳
細
を
案
内
す
る
と
と
も
に

募
集
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

秩
父
地
域
在
住
学
生
と
の

意
見
交
換
会
に
つ
い
て

秩
父
再
視
聴
施
設
の
有
効

活
用
並
び
に
秩
父
地
域
に
お

住
ま
い
の
在
学
生
の
方
々
の
、

放
送
大
学
に
対
す
る
ご
意
見

を
お
伺
い
す
る
機
会
と
し
て
、

「
サ
ロ
ン
」
及
び
「
意
見
交

換
会
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
学
習
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
23
年
8
月
28
日

（
日
）
13
時
30
分
～
16
時

場
所

ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
ー

ム
シ
テ
ィ
農
園
ホ
テ
ル

対
象

秩
父
地
域
在
住
学
生

平
成
23
年
度
第
2
学
期
の

科
目
登
録
期
間
は
、
郵
送
に

よ
る
場
合
は
、
平
成
23
年
8

月
10
日
（
水
）
か
ら
8
月
31

日
（
水
）
（
本
部
必
着
）
で

す
。
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ

Ａ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
に

よ
る
場
合
は
、
平
成
23
年
9

月
1
日
（
木
）
18
時
ま
で
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
登
録

は
、
出
願
期
間
内
で
あ
れ
ば

変
更
・
追
加
・
取
り
消
し
な

ど
が
で
き
ま
す
。

第１５号 学 生 新 聞 平成２３年７月１７日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

電話 048-650-2611

学
生
新
聞

就
任
あ
い
さ
つ

今
福
佐
喜
男

放
送
大
学
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代

表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
今
福
佐
喜
男

で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
代
表
笹
原
誠
二

氏
の
後
任
で
数
え
て
五
代
目
で
す
。

「
放
送
大
学
熟
年
会
」
に
所
属
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
放
送
を
活
用
し
て

大
学
教
育
を
行
い
、
広
く
生
涯
学
習

の
要
望
に
こ
た
え
る
大
学
で
す
。
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、
学
部
生
・

大
学
院
生
合
わ
せ
て
約
三
千
八
百
人

の
学
生
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。
学

生
団
体
は
十
有
余
を
数
え
ま
す
。
面

接
授
業
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催

の
講
演
会
、
所
属
学
生
団
体
の
例
会

及
び
勉
強
会
、
図
書
室
及
び
視
聴
学

習
室
の
利
用
で
登
校
し
ま
す
が
、
三

千
八
百
人
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
る

と
い
う
実
感
が
沸
き
ま
せ
ん
。
単
位

認
定
試
験
日
に
は
多
く
の
受
験
生
が

集
い
ま
す
が
会
話
を
す
る
時
間
は
あ

り
ま
せ
ん
。
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
は
、

学
生
団
体
、
同
窓
会
、
学
生
の
交
流

を
深
め
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
す

る
た
め
に
、
結
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
を
活
気
あ
る

楽
し
い
場
に
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
か
ら
ご
参
加
頂
き
、
ま
た
地
域

社
会
と
の
交
流
に
も
微
力
な
が
ら
努

め
ま
す
の
で
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
大
行
事
、
放
送
大
学
学
園
祭
・

第
五
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
が
十
月
七
日

（
金
）
と
八
日
（
土
）
の
二
日
間
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
例
年
と
異
な

り
金
曜
日
と
土
曜
日
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
楽
し
い
お
祭
り
に
な
る
こ

と
を
祈
念
し
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
23
年
度

Ｃ
Ｓ
Ｃ
代
表

今
福
氏
を
選
出

新
年
度
役
員

退
任
あ
い
さ
つ笹

原
誠
二

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
こ
の

四
月
一
日
を
も
っ
て
、
毛
利
先
生
か
ら

菅
野
先
生
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
埼
玉

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
も
平
成
二
十
三
年
度
の

役
員
改
選
に
よ
り
、
六
月
中
旬
に
熟
年

会
の
今
福
佐
喜
男
さ
ん
が
新
代
表
と
し

て
選
出
さ
れ
た
。
前
任
者
の
私
と
し
て

も
無
事
引
き
継
げ
て
、
正
直
ホ
ッ
と
し

て
い
る
。
私
が
こ
の
一
年
間
、
無
事
代

表
と
し
て
の
大
役
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
協

力
の
賜
物
だ
と
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、

昨
年
十
月
の
第
四
回
学
園
祭
「
フ
ェ
ス

タ
」
で
の
各
サ
ー
ク
ル
の
イ
ベ
ン
ト
の

す
べ
て
が
工
夫
と
努
力
に
よ
り
、
二
日

間
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
隔
月
ご
と
に

一
回
も
休
ま
ず
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
の

「
学
生
新
聞
」
は
、
創
刊
以
来
こ
の
三

月
で
、
ま
る
三
年
を
迎
え
、
発
行
部
数

も
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
る
。
昨
年
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
開
講
二
十
五
周

年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
誌
も
出
来
上
が
っ

た
。
今
と
な
る
と
、
い
ろ
ん
な
想
い
出

が
走
馬
灯
の
よ
う
に
去
来
し
て
く
る
。

こ
の
四
月
に
は
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

も
、
約
三
千
八
百
名
の
在
校
生
、
う
ち

約
二
千
四
百
名
の
全
科
履
修
生
を
数
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
新
し
い
仲

間
も
含
め
て
、
今
後
ま
す
ま
す
の
埼
玉

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
発
展
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。

福
島
第
一
原
発
事
故

福
島
第
一
原
発

の
１
号
機
が
爆
発

事
故
を
起
こ
し
た

の
が
３
月
12

日
の

午
後
３
時
頃
で
、

こ
の
事
故
発
生
が

報
じ
ら
れ
た
の
が
実
に
２
時

間
後
で
あ
っ
た
。
東
京
電
力

と
政
府
と
の
連
携
の
ま
ず
さ

を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
が
初
期
対
応
の
遅

れ
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
２
号
機
は
空
焚

き
状
態
、
３
・
４
号
機
も
水

素
爆
発
、
５
・
６
号
機
は
定

期
点
検
中
で
、
使
用
済
み
燃

料
の
温
度
上
昇
状
態
が
続
き
、

放
射
能
漏
れ
な
ど
の
危
機
的

状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
の

結
果
、
東
京
電
力
に
よ
る
計

画
停
電
が
生
じ
、
各
交
通
機

関
の
マ
ヒ
状
態
を
招
い
た
。

さ
ら
に
放
射
能
汚
染
に
対
す

る
避
難
指
示
で
大
混
乱
と
な
っ

た
。日

本
の
原
発
へ
の
安
全
神

話
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
当
初
、
東
京
電
力
社
長

は
ま
っ
た
く
表
に
現
れ
ず
、

す
べ
て
担
当
者
任
せ
の
対
応

で
、
今
後
の
方
針
も
明
確
に

さ
れ
ず
、
国
民
の
原
発
へ
の

不
安
や
不
信
を
一
気
に
募
ら

せ
て
、
原
発
に
対
す
る
信
頼

を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

諸
外
国
も
、
こ
の
た
び
の

被
災
事
故
に
大
き
な
関
心
を

示
し
、
日
本
の
原
発
へ
の
安

全
対
策
や
リ
ス
ク
対
応
が
今

後
ど
う
発
揮
さ
れ
る
の
か
を

注
目
し
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

笹
原
誠
二

学生手帳

第
5
回
フ
ェ
ス
タ

の
開
催

公
開
講
演
会

秩
父
校
懇
談
会

留
学
便
り馬

場
令
子

今
年
に
入
り
、
ま
た
胃
が

痛
く
て
眠
れ
な
く
な
り
、
大

学
病
院
に
行
っ
た
ら
も
っ
と

詳
し
い
検
査
は
市
民
病
院
に

行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
予

約
を
し
た
ら
１
ヶ
月
後
の
診

察
。
そ
の
と
き
日
本
語
の
通

訳
を
付
け
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。

診
察
の
当
日
、
私
が
予
約
時

間
を
間
違
え
て
未
だ
大
学
に

い
る
と
電
話
が
来
て
「
令
子

３
時
の
予
約
が
３
時
半
過
ぎ

た
け
ど
何
や
っ
て
い
る
の
、

ド
ク
タ
ー
が
待
っ
て
い
る
か

ら
す
ぐ
来
る
よ
う
に
」
と
い

わ
れ
、
タ
ク
シ
ー
を
拾
っ
て

行
き
ま
し
た
。
日
本
女
性
の

通
訳
が
受
付
で
「R

e
ic

o
B
a

b
a

」
の
名
札
を
付
け
て
待
っ

て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す

る
と
看
護
婦
が
ド
ク
タ
ー
室

に
案
内
し
て
く
れ
、
男
の
先

生
で
す
ぐ
に
私
と
通
訳
に
握

手
し
て
迎
え
て
く
れ
た
。
私

は
一
時
間
半
も
遅
刻
し
た
の

に
と
て
も
親
切
で
び
っ
く
り
。

１
ヶ
月
の
予
約
の
間
に
私
は

胃
散
を
飲
ん
で
す
っ
か
り
良

く
な
っ
て
い
た
。
念
の
た
め

血
液
検
査
を
近
く
の
大
学
病

院
で
す
る
よ
う
に
と
い
わ
れ

た
。
診
察
が
終
わ
っ
て
通
訳

の
方
が
「
こ
れ
か
ら
ロ
ン
ド

ン
に
帰
り
ま
す
」
と
言
わ
れ

て
こ
れ
ま
た
び
っ
く
り
。
片

道
２
時
間
も
か
け
て
私
一
人

の
為
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
通
訳

の
人
が
来
て
く
れ
、
し
か
も

１
時
間
半
も
待
た
せ
て
、
終

わ
っ
た
時
は
す
っ
か
り
暗
く

な
っ
て
い
た
。N

o
r
w
i
c
h

市

民
病
院
は
町
は
ず
れ
の
広
大

な
敷
地
の
中
に
ポ
ツ
ン
と
立
っ

て
い
た
。

３
月
11
日
学
校
へ
行
く
と

日
本
の
大
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス

で
ビ
ッ
ク
リ
。
B
B
C
テ
レ

ビ
は
一
日
中
、
日
本
の
地
震

と
津
波
の
様
子
を
ラ
イ
ブ
映

像
で
放
映
し
て
お
り
学
内
は

騒
然
。
東
京
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
オ
フ
ィ
ス
の
地
震

被
害
の
様
子
や
福
島
、
仙
台

が
津
波
で
飲
み
込
ま
れ
て
い

く
様
子
が
衝
撃
的
で
し
た
。

講
義
の
中
で
教
授
が
「
世

界
一
安
全
策
を
と
っ
て
い
た

国
で
も
地
震
・
津
波
で
は
こ

う
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
。
で

も
日
本
は
や
る
こ
と
が
早
い

か
ら
、
す
ぐ
に
自
衛
隊
や
救

助
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
入
っ

て
復
興
は
早
い
で
す
よ
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

（
筆
者
は
英
国
留
学
中
）

研
修
旅
行

科
目
登
録



7
月
22
日
（
金
）
か
ら
７

月
31
日
（
日
）
ま
で
の
8
日

間
で
単
位
認
定
試
験
が
行
わ

れ
ま
す
。
試
験
時
間
を
確
認

し
、
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年

は
、
節
電
の
影
響
も
あ
り
、

室
温
が
28
℃
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
年
よ
り
暑
く
感

じ
る
と
思
い
ま
す
。
各
自
で

暑
さ
対
策
を
し
て
、
試
験
に

臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ま
だ
学
生
証
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
方
は
早
め

に
受
け
取
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
試
験
間
際
は
大
変
込

み
合
い
ま
す
。

8
月
３
日
（
水
）

「
サ
ー
ク
ル
役
員
会
」

午
後
13
時
30
分
よ
り
、
学

習
セ
ン
タ
ー
講
義
室
に
て

「
９
月
の
合
宿
の
件
」
「
フ
ェ

ス
タ
開
催
概
要
」
そ
の
他

８
月
23
日
（
火
）

「
８
月
定
例
会
」

午
後
13
時
30
分
よ
り
、
学

習
セ
ン
タ
ー
講
義
室
に
て

「
後
期
の
活
動
計
画
策
定
」

「
９
月
合
宿
の
詳
細
」

９
月
28
日
（
水
）
29
日
（
木
）

「
合
宿
旅
行
」
鬼
怒
川
温
泉

東
武
・
春
日
部

駅
下
り
ホ
ー
ム
に

９
時
30
分
集
合
。

詳
細
は
別
途

6
月
14
日
、
東
日
本
大
震
災

義
捐
金
四
五
、
八
三
五
円
を

学
習
セ
ン
タ
ー
に
預
託
し
た
。

定
例
勉
強
会

8
月
9
日
（
火
）
環
境
問
題

9
月
13
日
（
火
）
航
空
管
制

イ
ベ
ン
ト

8
月
20
日
「
青
春
18
き
っ
ぷ
」

北
関
東
の
旅

10
月
27
日
吉
見
百
穴

旅
行

P
C
楽
習
会

8
月
16
日
か
ら
第
2
火
曜
日

を
除
く
毎
週
火
曜
日

９
月
か
ら
は
、
通
常
通
り

毎
週
火
曜
日
、
10
時
30
分
か

ら
12
時
ま
で
定
期
活
動
に
な

り
ま
す
。
見
学
随
時
。

９
月
６
日
（
火
）

10
月
4
日
（
火
）

13
時
30
分
～

場
所

第
5
講
義
室

定
例
勉
強
会

9
月
10
日
（
土
）

9
月
24
日
（
土
）

試
験
と
猛
暑
の
夏
が
来
ま

し
た
。

健
康
と
節
電
・
暑
さ
対
策

の
バ
ラ
ン
ス
に
知
恵
を
絞
り
、

学
習
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

次
号
は
、
9
月
末
発
行
予

定
で
す
。
詩
歌
、
随
想
な
ど

皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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サ
ー
ク
ル
案
内

編
集
後
記

俳
句

石
仏
を
埋
め
つ
く
し
て
濃
紫
陽
花

十
詩

若
葉
し
て
ビ
ル
の
谷
間
を
通
り
ゆ
く安

代

被
災
の
地
負
け
じ
と
お
よ
ぐ
鯉
の
ぼ
り

保
子

つ
ゆ
く
さ
の
む
ら
さ
き
う
つ
す
雫
か
な

智
子

柿
若
葉
天
ぷ
ら
も
よ
し
柿
茶
よ
し八

重
子

山
寺
や
若
葉
明
か
り
の
芭
蕉
句
碑

春
江

今
年
竹
け
さ
の
光
に
背
伸
び
し
て

光
娥

若
葉
し
て
遊
行
柳
の
風
戲
え

と
く
江

（
つ
み
草
）

川
柳

四
倉

光

国
を
憂
う

原
発
や
地
震
津
波
の
そ
ろ
い
踏
み

国
民
は
こ
れ
は
ア
カ
ン
と
い
き
り
立
ち

室
の
八
島

お
く
の
ほ
そ
道
の
旅
の
目

的
の
一
つ
に
歌
枕
探
訪
が
あ

り
、
そ
の
経
路
に
は
七
十
余

の
歌
枕
が
存
在
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
芭
蕉
は
、
新
し

い
俳
風
を
開
拓
す
る
た
め
に
、

古
来
か
ら
多
く
の
歌
人
た
ち

に
詠
み
継
が
れ
て
き
た
歌
枕

の
聖
地
を
踏
ん
で
、
そ
の
詩

心
に
触
れ
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
目
論
見
は
旅
の
初
め
か
ら

出
鼻
を
く
じ
か
れ
る
こ
と
に

な
る
。

元
禄
二
年
弥
生
も
末
の
七

日
（
洋
暦
で
五
月
十
六
日
）
、

江
戸
を
出
発
し
た
芭
蕉
は
、

粕
壁
、
間
々
田
と
宿
泊
し
、

日
光
街
道
を
北
上
し
て
い
た

が
、
三
日
目
に
は
木
沢
（
現

小
山
市
喜
沢
）
か
ら
、
日
光

街
道
を
左
に
そ
れ
て
壬
生
海

道
に
入
り
、
最
初
の
歌
枕
の

地
「
室
の
八
島
」
を
め
ざ
し

た
。「

室
の
八
島
」
は
、
現
在
、

栃
木
市
惣
社
町
に
鎮
座
し
て

い
る
大
神
神
社
の
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
辺
り
を

流
れ
る
清
水
か
ら
発
す
る
蒸

気
が
「
室
の
八
島
の
け
ぶ
り
」

と
見
な
さ
れ
た
と
い
う
説
も

あ
る
。
こ
れ
を
、
恋
に
身
を

焦
が
す
「
け
ぶ
り
」
に
喩
え

て
、
多
く
の
和
歌
が
詠
ま
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。

い
か
で
か
は
思
ひ
あ
り
と

も
知
ら
す
べ
き
室
の
八
嶋
の

煙
な
ら
で
は
（
藤
原
実
方
）

人
を
思
ふ
思
ひ
を
何
に
た

と
へ
ま
し
室
の
八
島
も
名
の

み
也
け
り
（
源
重
之
女
）

い
か
に
せ
ん
室
の
八
島
に

宿
も
が
な
恋
の
煙
を
空
に
ま

が
へ
ん
（
藤
原
俊
成
）

く
る
ゝ
夜
は
衛
士

の
た
く
火
を
そ
れ
と

見
よ
む
ろ
の
や
し
ま

も
都
な
ら
ね
ば
（
藤

原
定
家
）

し
か
し
、
期
待
に
胸
ふ
く

ら
ま
せ
室
の
八
島
に
到
着
し

た
芭
蕉
は
、
こ
こ
で
歌
枕
の

悲
し
い
現
実
を
見
る
こ
と
に

な
る
。
「
け
ぶ
り
の
立
つ
室

の
八
島
」
な
る
も
の
を
見
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
「
煙
」
は
も
ち
ろ
ん

水
蒸
気
さ
え
も
見
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
陽
炎
を
見

な
が
ら
「
糸
遊
に
結
び
つ
き

た
る
煙
哉
」
と
詠
じ
て
詩
興

に
浸
る
こ
と
な
く
、
早
々
に

立
ち
去
っ
た
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
歌
枕
を
取
り

上
げ
た
和
歌
の
多
く
は
、
都

人
達
が
都
に
あ
っ
て
想
像
だ

け
で
作
歌
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
土
地
の
実
態
を
示
す
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

作
家
の
荒
俣
宏
氏
は
、

『
歌
伝
枕
説
』
の
中
で
芭
蕉

は
幻
の
土
地
を
訪
ね
よ
う
と

し
た
の
だ
と
喝
破
し
て
い
る
。

数
年
前
、
こ
の
大
神
神
社

を
訪
れ
た
。
下
野
の
一
の
宮

と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
杉
木

立
に
囲
ま
れ
た
参
道
が
す
ば

ら
し
い
神
社
で
あ
る
。
境
内

の
池
の
中
に
八
つ
の
小
さ
な

島
が
あ
り
、
そ
の
島
々
に
は

そ
れ
ぞ
れ
祠
が
祀
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
い
か
に
も
後

代
に
造
ら
れ
た
と
い
う
印
象

は
ぬ
ぐ
え
な
い
。
芭
蕉
は
こ

の
光
景
を
『
お
く
の
ほ
そ
道
』

に
叙
述
す
る
こ
と
を
諦
め
て
、

曽
良
が
あ
ら
か
じ
め
書
き
と

め
て
き
た
神
社
の
縁
起
の
み

を
書
く
の
で
あ
っ
た
。

詩
歌
・
川
柳

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

私
が
山
と
出
会
っ
た
の
は

五
十
年
も
前
の
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
機
会
に
我
が
青

春
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て

と
り
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
深
田
久
弥
が
日

本
の
山
の
品
格
、
歴
史
、
個

性
的
な
山
を
選
び
「
日
本
百

名
山
」
を
上
梓
し
た
頃
で
す
。

私
の
足
跡
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
記
憶
も
定
か
で
は
な

く
半
世
紀
も
前
の
こ
と
で
あ

り
、
私
の
年
齢
と
時
代
背
景

を
斟
酌
し
て
、
お
読
み
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
も
そ
の
う
ち
に
千
の
風

に
な
っ
て
、
あ
の
大
き
な
空

を
吹
き
渡
り
、
登
り
残
し
た

百
名
山
の
山
頂
で
舞
い
、
札

所
を
巡
り
、
初
恋
の
人
の
面

影
を
尋
ね
歩
く
こ
と
を
楽
し

み
に
、
今
は
放
送
大
学
で
く

す
ぶ
っ
て
い
ま
す
。

加
藤
文
太
郎
に
憧
れ
て

文
太
郎
は
不
世
出
の
単
独

登
山
者
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

明
治
三
十
八
年
兵
庫
県
で
生

ま
れ
、
昭
和
十
一
年
一
月
に

槍
ヶ
岳
の
北
鎌
尾
根
で
遭
難
、

帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

単
独
登
山
の
た
め
携
行
す
る

食
糧
も
蒲
鉾
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
揚
げ
パ
ン
な
ど
を
主
と

し
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
れ

が
登
山
の
本
来
の
姿
と
憧
れ

て
い
ま
し
た
。
遭
難
し
た
と

き
は
同
行
者
が
い
た
と
い
う
。

若
気
の
至
り

仙
台
に
住
ん
で
い
た
頃
、

宮
城
と
山
形
と
の
県
境
に
あ

る
大
東
岳
を
目
指
し
た
時
の

こ
と
で
す
。
知
名
度
も
低
く

登
山
者
も
少
な
い
山
で
、
初

心
者
の
私
は
父
親
の
ボ
ロ
ボ

ロ
の
チ
ョ
ッ
キ
と
足
に
は
下

駄
と
い
う
奇
を
衒
っ
た
ス
タ

イ
ル
で
、
今
に
し
て
思
え
ば
、

い
か
に
若
い
と
は
い
え
、
そ

の
無
謀
さ
は
汗
顔
の
至
り
と

い
う
山
行
で
し
た
。

恰
好
を
つ
け
た
山
行

温
泉
三
泊
の
優
雅
な
山
行
。

盛
岡
か
ら
入
り
、
国
見
温
泉
、

二
泊
目
は
網
張
温
泉
、
三
泊

目
は
八
幡
平
の
藤
七
温
泉
と

終
戦
後
の
米
不
足
な
の
で
、

米
持
参
の
山
行
で
し
た
。
国

見
峠
か
ら
八
幡
平
へ
の
縦
走

路
は
人
も
少
な
く
、
自
然
を

満
喫
し
た
三
日
間
で
縦
走
路

で
は
、
人
恋
し
さ
の
あ
ま
り
、

走
り
回
る
リ
ス
に
話
し
か
け

た
り
、
高
山
植
物
の
匂
い
を

嗅
い
だ
り
し
て
心
の
癒
し
と

し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
山
行
で

は
国
見
岳
へ
の
登
り
で
、
女

性
の
パ
ー
テ
ィ
と
一
緒
に
な

り
一
言
二
言
挨
拶
を
交
わ
し

山
頂
で
別
れ
ま
し
た
。
私
は

奥
羽
山
脈
を
縦
走
し
て
八
幡

平
か
ら
秋
田
を
目
指
し
ま
し

た
。
彼
女
た
ち
は
国
見
岳
を

お
り
て
列
車
で
秋
田
に
ま
わ

り
、
八
幡
平
を
目
指
し
て
登
っ

て
来
る
途
中
で
バ
ッ
タ
リ
。

奇
遇
に
驚
き
彼
女
た
ち
の
感

嘆
の
声
を
背
に
し
て
気
取
っ

て
秋
田
に
向
か
い
ま
し
た
。

何
と
な
く
恰
好
を
つ
け
た
山

で
の
で
き
ご
と
で
し
た
。

食
い
損
ね
た
シ
チ
ュ
ー

料
理
の
得
意
な
友
人
と
日

本
の
チ
ベ
ッ
ト
と
言
わ
れ
る

北
上
山
地
の
最
高
峰
の
早
池

峰
山
に
登
っ
た
時
の
こ
と
で

す
。
長
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は

ハ
ヤ
チ
ネ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
な

ど
で
目
を
楽
し
ま
せ
な
が
ら

山
頂
に
達
し
、
友
人
が
得
意

の
シ
チ
ュ
ー
に
腕
を
ふ
る
い

最
後
に
味
を
し
め
る
と
い
っ

て
食
塩
を
ふ
り
か
け
た
と
こ

ろ
、
蓋
が
外
れ
食
塩
が
全
部

シ
チ
ュ
ー
の
鍋
に
入
り
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
料
理
は
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ず
悔
し
涙

に
く
れ
た
山
行
で
し
た
。

日
本
一
美
味
し
か
っ
た

天
上
の
ラ
ー
メ
ン

飯
豊
山
は
新
潟
、
山
形
、
福

島
の
三
県
に
ま
た
が
る
膨
大

な
山
塊
で
古
来
信
仰
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。
飯
豊
山

神
社
の
縁
起
に
よ
る
と
山
名

は
山
容
が
麗
し
く
豊
に
飯
を

盛
る
に
似
て
い
る
か
ら
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
長
い
ア
プ
ロ
ー

チ
を
経
て
、
山
頂
の
小
屋
で

夕
食
の
準
備
を
し
て
い
る
と
、

隣
の
仙
台
の
大
学
の
パ
ー
テ
ィ

が
石
油
缶
で
ラ
ー
メ
ン
を
作

り
始
め
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り

と
パ
ン
で
す
ご
し
た
我
々
は

ラ
ー
メ
ン
の
美
味
し
そ
う
な

匂
い
に
舌
な
め
ず
り
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
パ
ー
テ
ィ

か
ら
ラ
ー
メ
ン
の
差
し
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
そ
の
パ
ー
テ
ィ

の
リ
ー
ダ
ー
と
は
面
識
が
あ

り
、
我
々
の
み
す
ぼ
ら
し
い

食
事
を
見
る
に
見
か
ね
て
の

差
し
入
れ
で
し
た
。
山
頂
で

味
わ
っ
た
ラ
ー
メ
ン
は
醤
油

ス
ー
プ
に
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
の

み
の
素
朴
な
味
は
日
本
一
美

味
し
く
幸
せ
な
一
時
を
感
じ

さ
せ
る
山
行
で
し
た
。

（
続
く
）

投
稿
コ
ー
ナ
ー

山
恋

四
倉

光

単
位
認
定
試
験

地
震
保
険
に
つ
い
て

6
月
11
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
地
震

保
険
に
つ
い
て
解
説
。
地
震

保
険
の
目
的
は
、
建
物
復
旧

で
は
な
く
、
当
面
の
生
活
資

金
の
支
給
が
目
的
だ
そ
う
で

す
（
ビ
ッ
ク
リ
）
。
補
償
金

額
は
建
物
の
復
旧
を
目
的
と

し
て
い
な
い
た
め
①
補
償
は

火
災
保
険
の
半
分
以
下

②

保
険
の
支
払
い
は
生
活
資
金

の
た
め
迅
速
に
支
払
わ
れ
る
。

③
判
定
は
大
ま
か
で
、
全
壊
、

半
壊
、
一
部
破
損

④
地
震

で
の
火
災
保
険
は
、
地
震
保

険
に
入
っ
て
い
な
い
と
支
払

わ
れ
な
い
。

地
震
保
険
に
入
っ
て
い
た

方
が
い
い
人
は

①
生
活
が

苦
し
い
人

②
ロ
ー
ン
が
た

く
さ
ん
残
っ
て
い
る
人
③
地

震
時
の
火
災
を
心
配
す
る
人

④
被
災
し
た
後
の
生
活
に

困
る
可
能
性
が
あ
る
人
、
だ

そ
う
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
や
会
社
法
人
に
は
全

く
必
要
な
い
で
し
ょ
う
。
個

人
的
に
は
地
震
保
険
に
入
っ

て
い
る
必
要
が
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
個
人
に
し
て

も
預
金
を
な
る
べ
く
多
く
し

て
お
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
震
保
険
は
高
額
で
あ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

我
が
家
で
は
、
生
命
保
険

は
ほ
と
ん
ど
何
事
も
な
く
、

満
期
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
そ

れ
で
良
い
こ
と
な
の
で
あ
ろ

う
、
保
険
と
は
そ
ん
な
モ
ン

か
も
し
れ
な
い
。

し
か
も
保
険
会
社
が
外
資

に
変
わ
っ
て
い
た
。
こ
ん
な

と
き
に
こ
そ
と
保
険
営
業
の

立
ち
回
り
は
素
早
く
震
災
は

良
い
営
業
の
口
実
材
料
と
な
っ

て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入

契
約
時
な
ど
よ
く
解
ら
な
い

ま
ま
に
契
約
加
入
す
る
様
だ
。

L
E
D
に
つ
い
て

L
E
D
電
球
を
買
っ
て
節

電
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

口
金
は
E
24
、
E
17
の
二

種
類
が
あ
っ
て
、
サ
イ
ズ
、

形
状
、
ワ
ッ
ト
数
や
電
圧
等

も
特
別
に
問
題
は
無
さ
そ
う

で
あ
っ
た
。
し
か
し
，
取
り

換
え
よ
う
し
た
ら
う
ま
く
取

り
付
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

専
用
灯
具
で
レ
フ
電
球
形
状

に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
困
っ
た
。

レ
フ
電
球
の
形
状
に
適
合

せ
ず
取
り
換
え
が
出
来
な
い

場
合
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

よ
も
や
ま
話

よ
ろ
ず
や

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

細
道あ

ち
ら
こ
ち
ら
二

若
松

豊


